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議論を通して得た仲間 
－ MBA島田哲夫の場合 － 
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私はＳビジネススクールの MBA課程で 2年間、92 名の仲間と大いに議論した。議論を通し

て築かれていった友情とはどんなものか。ここで少し紹介したい。1 
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ディスカッションを尽くした仲間と過ごした記憶は、鮮明な像を伴って脳裏に焼きつく。

だから、ほとんどの授業のことを、ついこの前のことのように思い出すことができる。 

あの日のケースでは、主人公の仕事の進め方について、その巧拙を議論した。この議論で、

私の主張に賛同してくれたのは岩崎と中津と吉岡で、逆に食ってかかって来たのが坂本だっ

た。これがいつものパターンだった。だいたい私は、坂本とは意見が合った試しがない。彼15 

は私に向かって、「どうして君は毎日そんなに頑固なのか」といつもののしる。こちらも毎回

頭に来る。でも、彼のおかげで、私は自分が頑固者であることを忘れないですむ。私が少し

折れて、彼が喜びそうな発言を口にすると、彼はいつもニヤッとする。坂本も、私と対立す

る議論になると、10回に 2回か 3回は折れてくれる。そういうときは、だいたい私が主人公

の部下の人心に触れるような発言をしたときだ。坂本は自分が折れたときはたいてい、私と20 

はしばらく目を合わせない。 

 

                                                  
1このノートは慶應義塾大学ビジネス・スクール博士・修士課程併設科目「ケースメソッド教授法特論」の教材とするために､

竹内伸一（ケースメソッド教育研究所）が作成した。（2004.10） 

 


